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説睡眠期の PGO活動とレセルピンによって誘発される PG OR活動の起源は同じものらしいので， P













レセルピンで誘発される PGOR 活動と耳内筋収縮活動を検討するために ， 2 匹のネコを用いた。レ
セルピン (0.5mg/kg) を腹腔内に投与し，手術時と同じ姿勢で実験したことを除けば，その他の準備
は上記と同じであった。
今回の実験では，イヤホーンから与えた約60dB ， 1000Hz の一定音圧持続純音に反応する CMの減衰
から耳内筋収縮活動を推察したO
〔成績〕




2) CM減衰開始時はすべて PGO活動出現時と時間的対応関係があった。 P G 0 burst の持続の長
い場合には，それに対応する CM減衰の持続も長いという傾向が認められたcPGO burst 出現時に明
らかな REMが認められないのに CMが減衰する場合があった。しかし ほとんどの CM減衰部位に
R E M burst が共存した。頭部固定条件下ネコで認められた208回のCM減衰部位の91% に REM
burst が共存した。 R E M burst の持続の長い場合には，それに対応する CM減衰の持続も長いと
いう傾向が認められた。
3 )単発性PGO波に同期して CMが減衰する場合は非常に少なかった。
4 )頭部固定条件下ネコで調べた外側膝状体の PGO波上昇脚起始部から CM減衰起始部迄の時間は
平均30 (:J:19) msec であった。
5 )レセルピンで誘発される単発性PGOR 波に同期する CM減衰は非常に少なかった。しかし， douｭ









のPGO活動は多くのばあい急速眼球運動 (R EM) と同期している。本論文の著者は耳内筋活動に
着目し，それを蛸牛マイクロフォン電位 (CM) の減衰として記録した。 CM減衰はすべて PGO活
動にともなって発現し， PGO burst の持続時間が長いときには CM減衰の持続も長い傾向が認めら
れた。多くのばあい CM減衰時にはREMが観察された。またレセルピンで誘発されたPGO burst 
にも CM減衰が認められた。これらの新知見は PGO活動 ひいては逆説睡眠の理解に貢献するもの
で，学位論文に値する口
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